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科目名 
 

老人福祉論 

対象学科・学年 
  教育教福2回生  
   
  
  

担当者 
 

岡田 直人 

授業テーマ 
 高齢者を取り巻く社会福祉の法・制度・サービスと高齢者の生活とニーズを学ぶ。 
授業の概要と目標 
 高齢者福祉は、今日の社会福祉実践の中心的な存在の一つとなっている。この授業では、高齢者の特性、少子高齢化問題、家

族と介護問題、高齢者に関する諸施策・制度・社会資源、ニーズおよび社会福祉援助技術について基本的理解を深め、高齢者を

取り巻く諸問題の一端を知ることを目標とする。 

評価方法 
 定期試験、レポート、平常点（出席状況、受講態度）を総合的に評価する。 

テキスト 
 シリーズ・基礎からの社会福祉３ 老人福祉論 

著者 
 基礎からの社会福祉

編集委員会 

出版社 
 ミネルヴァ書房 

参考書 
 社会福祉小六法（平成19年版） 

著者 
 ミネルヴァ書房編集

部 

出版社 
 ミネルヴァ書房 

授業スケジュール・内容 
 

 １．高齢者福祉における基本的な考え方 
２．少子高齢社会の実態 

 ３．高齢者福祉に関する公的な機関 
 ４．高齢者福祉に関する民間の機関 
 ５．高齢者の所得の保障 
 ６．高齢者の医療の保障 
 ７．高齢者の介護の保障 
 ８．高齢者の住宅保障 
９．高齢者福祉の歴史的全体像 

 １０．第二次世界大戦後から社会福祉関係八法改正まで 
 １１．社会福祉関係八法の改正から現在まで 
 １２．老人福祉法の基本的理念 
 １３．老人福祉法の具体的内容 
 １４．ゴールドプラン、新ゴールドプラン、ゴールドプラン21 
 １５．老人保健法の基本的理念 
 １６．老人保健法の具体的内容 
 １７．介護保険法成立の背景 
 １８．被保険者と保険者 
１９．介護サービスを利用する方法 
２０．介護保険で利用できるサービス 
２１．予防重視型のシステムへの転換 
２２．住宅改修と福祉用具の貸与等 

 ２３．介護保険法と生活保護法の関係 
 ２４．介護保険法と身体障害者福祉法の関係 
 ２５．介護保険法と医療保険各法の関係 
 ２６．2005年の介護保険法等の一部を改正する法律等 
２７．介護報酬の見直しと介護保険制度の今後の課題 
２８．元気な高齢者を支える介護予防 

 ２９．認知症高齢者を支える生活支援 
 ３０．成年後見制度と福祉サービス利用援護事業、苦情解決と福祉オンブズパーソン 

  

 


